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平成３１年度第４回阪南市子ども・子育て会議議事録 
 

 

●開催日時 

令和元年１２月１９日（木）午後７時００分～９時１５分 

 

●開催場所 

尾崎公民館 １階 研修室 

 

●出席者 

  【委員】 

卜田会長、中西副会長、坂口委員、谷本委員、清水委員、根無委員、車谷委員、

松田委員、安居委員、山野委員、立石委員、市口委員 

 

【事務局】 

重成こども未来部長、伊瀬生涯学習部長、中川生涯学習部副理事（兼）教育総

務課長、嶋本こども政策課長、丹野学校教育課長、岩本こども家庭課長、若野こ

ども家庭課長代理、宍道こども家庭課長代理、石原学校教育課長代理（併）こども

政策課長代理、井谷学校教育課長代理（併）こども政策課長代理、宮本こども政

策課総括主査、福本こども政策課総括主事、油谷こども政策課主事 

株式会社ジャパンインターナショナル総合研究所研究員（谷口） 

 

【担当課】（事業担当課） 

尾崎生涯学習部副理事（兼）生涯学習推進室長、南市民部副理事（兼）まち

の活力創造課長、竹中健康部副理事（兼）健康増進課長、加藤図書館長、山

本人権推進課長、藤村市民福祉課長、石田土木管理室長、熊本西鳥取公民館

長 

 

●傍聴者：２名 

●次第 

１．開会 

２．議題 

（１）阪南市子ども・子育て支援事業計画にかかる進捗管理について（資料１・２）    

（２）阪南市子ども・子育て支援事業計画の見直しについて（資料３）      

（３）第２期阪南市子ども・子育て支援事業計画（素案）について（資料４・５） 

（４）その他 
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次第１ 開会 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さま、こんばんは。 

ただいまより、平成３１年度第４回 阪南市子ども・子育て

会議を開催いたします。 

本日はお忙しい中、また、夜分にも関わりませず、お越しいた

だきありがとうございます。また、本日、少し狭い場所での開催

ということになりましたこと、ご容赦ください。 

本日の司会を務めさせていただきます、こども政策課長の嶋

本です。よろしくお願いいたします。 

着座にて進行させていただきます。失礼します。 

それでは、配布させていただいております次第に沿って進め

させていただきます。 

まず、資料の確認をお願いします。 

資料につきましては、事前に配布させていただいております

会議次第、資料１～資料５と、本日配布させていただいた委員

名簿でございます。ございますでしょうか。 

 

次に、議題（１）の阪南市子ども・子育て支援事業計画にかか

る進捗管理についてとして、平成３０年度における各事業の実

績についてご報告させていただきますので、各事業担当課から

職員が出席させていただいております。担当課職員の紹介をさ

せていただきます。 

 

生涯学習部 生涯学習推進室 尾崎室長、 

市民部 まちの活力創造課 南課長、 

健康部 健康増進課 竹中課長、 

図書館 加藤館長、 

総務部 人権推進課 山本課長、 

福祉部 市民福祉課 藤村課長、 

事業部 土木管理室 石田室長、 

西鳥取公民館 熊本館長、 

 

なお、今回の会議につきましても、前回同様、計画策定のお手

伝いをいただいております、株式会社ジャパンインターナショ

ナル総合研究所から研究員の方にも出席いただいております。 
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次に、本日の出欠状況についてご報告させていただきます。 

本日、竹綱委員、金田委員、北村委員、奥井委員、太田委員、

濱井委員につきましては、あらかじめ欠席の連絡を頂いております。

全１８名の委員のうち現在１２名の委員が出席されており、阪

南市子ども子育て会議条例第６条第２項に基づく定足数に達し

ていることをご報告いたします。 

 

なお、本市では、「会議の公開に関する指針」に基づき、原則、

会議を公開することとしております。 

本日は、傍聴者の定員１０名に対し、２名の方が傍聴される

ことになりましたことをご報告申し上げます。 

 

また、議事録につきましては、事務局が要旨を取りまとめ、各

委員にご確認のうえ、本市の情報公開コーナーで公開するとと

もに、市のウェブサイトにも掲載させていただきますので、ご

了承いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

本日の会議は２１時の終了を予定しておりますので、会議の

円滑な進行にご協力をいただきますよう、どうぞよろしくお願

いします。 

それでは、ここからは議題に入りますので、ト田会長にお願

いしたいと思います。ト田会長、どうぞよろしくお願いします。 

 

会 長 よろしくお願いします。 

 

今日の議題は３つございますので、良い議論をしていただき

たく思います。 

 

 

次第２  議題（１）阪南市子ども・子育て支援事業計画にかかる進捗管理につい  

          て 

 

会 長 

 

では、早速ですが、議事に入らせていただきます。 

まずは議題（１）阪南市子ども・子育て支援事業計画にかかる

進捗管理について、事務局から説明をお願いいたします。 

 



4 

 

事 務 局 

 

＜資料１・２について説明＞ 

 

会 長 

 

ありがとうございました。 

ただいまご説明いただきました議題につきまして、何か質問

やご意見はございますでしょうか。 

頂いた意見が資料１、委員等の意見のところに記載されるこ

とになると思います。時間に一定の限りが出てきたときは何ら

かの形で意見聴取していく方法なども今後検討していかないと

いけないかとは思っております。 

どなたからでも結構ですのでお気付きの点がありましたら、

どうぞよろしくお願いします。 

 

委 員 

 

 

いくつかあるのですが、一気に聞くよりも１つずつ聞く方が

いいでしょうか。 

 

会 長 

 

担当課が同じ場合もあると思いますので、一気に聞いていた

だいて大丈夫だと思います。 

 

委 員 

 

 

№１について、課題の下段、「年度途中に待機児童が発生しや

すい状態にある。」と書いてありますが、どの程度発生して、ど

のように対応しているのですか。 

№２について、課題の上段に「保・幼・こ・小の教職員が共に

研修に参加できる機会や交流、情報共有できる機会を設定する

必要がある。」と書いてありますが、今年度はたくさん交流がで

きて情報交換などもできたのですか。 

次のページ、№４です。評価の理由に「喫煙防止教育について

は４校、性教育については３校で実施」と書いてありますが、性

被害に関することも含め、子どもたちに対して、専門家の方に

よる指導をしてもらいたいです。 

次に、№１５についてですが、評価の理由の一番上の欄に

「保護者等からの相談に応じ、また子どもに関わる機関が連携

し、児童虐待の予防、早期発見、支援を適切に行うことができ

た。」と書いてあります。本当に深刻な事案については、保護

者から相談してもらうことはすごく難しいと思います。すごく

課題はあると思いますが、そういった事案をどのように見つけ

るのかを深く追究していただきたいです。また、後にも出てき
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ますが、妊娠期における不安を少しでも解消するために、例え

ば、既にお子さんがいるお母さんに子育てに関する知識を教え

てもらったり、もし自分が子どもに対して手を上げそうになっ

たり、暴言を吐きたくなったときは、どこに相談すれば良いの

かを知らせるなど、妊娠期のときから、そういうサポートを受

けられるような機関とつながりが持てるようにしてもらいたい

です。 

次に№２０ですが、先ほど、№１９の「障がい児教育支援事

業」と統合すると説明がありましたが、どのように実施してい

るのですか。 

それから次のページ、№２５についてですが、№２６や№２

７にも関わりますが、保育所ではシルバー人材センターの方が

登降所時にサポートしてくれていますが、幼稚園と保育所では

待遇に差があり、幼稚園ではボランティアという位置づけであ

ることから、暑いときも寒いときもずっとそこにいなくてはい

けないにも関わらず、４時間で８００円だそうです。保育所は、

シルバー人材センターからきちんと賃金を支払われているよう

ですので、見直すべきではないでしょうか。また、保育所では、

常にシルバー人材センターの方がいるわけではないので防犯カ

メラを設置しているのだと思いますので、保育所と同じように、

幼稚園にも防犯カメラを設置してほしいと思います。 

それから№２９についてですが、家庭訪問の際に、資料をた

くさんもらい、説明もたくさん受けますが、お母さんの立場か

らすると、育児でクタクタなときにもらった情報を覚えていな

いのはもちろん、見返すこともできません。№３５にも関連し

ますが、知人から、講座に参加した際、予防接種の情報をもらっ

たかもしれないが忘れてしまい、受け忘れたという話を聞いた

ことがあります。数年前までは保健センターから予防接種未接

種の通知が来ていたと思うのですが、現在は予算の関係で通知

がなくなったと聞いています。私自身、予防接種未接種の通知

をもらって気付いた経験がありますので、なるべく費用を抑え

るなど、工夫して通知を実施してもらいたいです。№２９に戻

ります。取り組み方針の下段に「専門職によるアウトリーチ型

（出張型）の子育て支援訪問として、育児不安やストレスを軽

減できるように取り組む。」とありますが、専門職では費用がか

かると思いますので、例えば、きちんと研修を受けられた「サポ
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ーター」の方の対応してもらうなどを検討されてはどうでしょ

うか。私自身が育児ですごくストレスを感じていたのですが、

相談しに来てくださいねと言われてもなかなか一歩を踏み出せ

なかったという経験がありますので、アウトリーチ型による事

業は効果的だと思います。 

次のページ、№３２ですが、方向性の中に「育児の孤立化を防

ぎ、家族で育児に取り組めるよう」と書いています。例えば旦那

さんが多忙な仕事をしている場合や、お姑さんとちょっと仲が

悪い場合など、様々な場合があると考えられます。育児の孤立

化を防ぐためには、場合によっては、家族ではなく家族以外の

コミュニティを築くこともすごく大事なことだと思いますの

で、私としては、家族以外のコミュニティの築き方について考

えてもらいたいです。 

№３５については、№２９の際に言ったとおりです。 

次に、№４３ですが、評価の理由の上段に、延べ利用人数が９

人とあります。課題として、「一時預かり事業に従事するための

人員確保が必要である。」と書いてあります。しかし、予算額と

決算額を見ると１５２万４,０００円ということで、「こんなに

予算があるのか。また、利用人数は９人なのに、それでも人員確

保が難しいのか」と感じました。それであれば、この１５２万

４，０００円はどのように使われたのでしょうか。あとは、素人

考えで申し訳ないのですけれども、例えば、保育所や認定こど

も園などの通常のクラスに一時預かりの対象児童を受け入れる

のであれば、人員確保にお金がかからないのではないのでしょ

うか。 

№４８ですが、専門職の方だけでは対応しきれないと思いま

すので、№２９の際に言った、「サポーター」に対応してもらう

などを検討してはどうでしょうか。また、母子保健型というこ

とですが、園児や小学生に関する悩みというのはどこで聞いて

もらえるのでしょうか。 

次のページ、№４９下段は、西鳥取公民館で実施している子

育てネットの講座だと思うのですが、予算額を見ると５万円で

あり、その５万円で４回の講座をされていると思うのですが、

もう少しお金があるともっと回数を増やせると思います。予算

の確保が難しいのであれば、子育て支援センターで実施してい

るものや、ＮＰＯ法人で実施している講座なども本当に良いも
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のですので、横断的に事業を実施すればどうでしょうか。 

最後の№６１については、課題として「スタッフの継続を確

保していくことが必要となる。」と書いてありますが、具体的

に、どのように確保されているのでしょうか。例えば、他の団体

への協力依頼などをしても良いのではないでしょうか。 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございます。 

今かなりの質問や意見を出していただいたので、このまま他

の皆さんからも質問事項、あるいは意見を先に頂き、その後、担

当課の方から説明していただくような進めた方がいいかと思い

ます。現時点でも５つぐらいの担当課からご回答を頂くことに

なっているかと思いますので、先にいろいろとご意見等ござい

ませんでしょうか。 

 

委 員 

 

今たくさん言っていただいたので、言われていない部分とし

ては、№１の教育・保育の提供体制の充実ということで、取り組

み方針の中に「子育て拠点再構築方針に基づき、施設整備等を

実施していく。」とあります。この会議は再構築案がどの程度進

んでいるのかを報告していただく場にもなっていたと思います

ので、そちらの進捗状況を簡単で結構ですのでご報告をお願い

します。 

 

委 員 

 

先ほどの質問にもありました№１５の児童虐待防止ネットワ

ークですが、後ほどの議題にある、素案の方にも掲載されてい

るかもしれませんが、虐待事案として、要対協にあがってきた

ときは各機関と連携を取りながら会議を開かれているかとは思

います。そうなるともう予防ではなくて、子どもと親を離して

しまうような事例が多くあるのではないかと考えられます。で

すから、阪南市として児童虐待の予防や早期発見についてどの

ように努めているのかを教えてもらいたいです。また、個人情

報の取扱いについて、要対協にあがってきたときには各関係機

関と連携を取って共有できる部分はあるかと思うのですが、予

防や早期発見の時点では、共有することが難しく、各関係機関

との連携の取りにくさにつながっているように感じます。です

から、児童虐待の予防や早期発見に努めるために、個人情報の

共有について考えていただけたら、もう少し早い時点で何か対
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応できるのではないでしょうか。 

 

会 長 

 

ありがとうございます。 

他に皆さんいかがでしょうか。よろしいですか。 

 

（意見なし） 

 

では、担当課の方から答えを頂きたいと思っているのですが、

資料の番号順にお願いできますでしょうか。 

まず、№１「教育・保育の提供体制の充実」について、お願い

します。 

 

事 務 局 

 

 

待機児童について本市では、発生していない状況ではござい

ますけれども、発生しやすい状態にあります。状態と言います

のは余裕、余力がそれほどないという意味でございますが、発

生はしていないけれどもかなり入所児童が多い状況にありま

す。対応につきましては、昨今、なかなか保育士不足の状況でも

ございますが、何とか確保の方向で努めてまいりたいと考えて

おります。 

 

事 務 局 

 

 

ご質問があった子育て拠点の再構築の件でございます。 

前回か前々回の会議の際にもご説明いたしましたが、現状に

ついてご説明いたします。 

子育て拠点の再構築方針につきましては、平成３１年度の議

会において何度もご説明させていただき、また、パブリックコ

メントや保護者等説明会も経まして、子育て拠点再構築方針

（案）の（案）の部分が取れた状況でございます。今後としまし

ては、直近では、尾崎地区の認定こども園の募集に向けて来月

から募集要領の公表を実施する見通しとなっております。 

 

会 長 

 

ありがとうございます。 

ただいま№１につきましてご説明の方いただきましたが、こ

のご説明につきましてご質問ですとかご意見等ありましたら頂

きたいのですけれど、いかがでしょうか。 

 

（意見なし） 
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では、次、№２の方に進みたいと思います。「保・幼・こ・小・

中の連携」について、お願いします。 

 

事 務 局 

 

 

 

まず研修については、今年度も含めまして、毎年度、公立保育

所に限らず私立認定こども園や、子育て支援施設の皆さま等に

向けた、合同研修のご案内等をさせていただいております。年

１回ではありますが、今年度は下荘保育所で開催をさせていた

だいたところです。それ以外の研修の案内等につきましても、

対象となり得る施設に対して情報提供を実施しております。 

また、今年度につきましては、交流という部分で申しますと、

先日、ラウンドテーブルを実施したところです。 

 

事 務 局 

 

 

 

 学校教育課の主催では、人権研修を中心に行っておりまして、

公立だけではなく私立の方にもお声がけさせていただいて、保・

幼・こ・小・中の先生方がともに研修に入っていただき、人権研

修を全５回、管理職研修を２回実施しております。 

 

会 長 

 

 

ただ今の№２につきまして、ご意見、ご質問等はありません

でしょうか。 

 

委 員 

 

 

人権研修を全５回されているという説明がありましたが、子

どもの権利条約とか、子どもの人権に関する研修はされたりし

ていますか。 

 

事 務 局 

 

 

子どもの権利条約に特化しているということではないのです

が、全ての教職員は子どもに関わる人間ですので、子どもの権

利条約に関わるような、例えば、虐待のことであったり、ＬＧＢ

Ｔに関わることなどに関する研修を実施していますので、子ど

もの権利条約の内容を基本的にはほとんど網羅するようになっ

ています。場合によっては、一つひとつに特化した研修を実施

しています。 

 

会 長 

 

ありがとうございます。 

よろしいでしょうか。 
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（意見なし） 

 

では、２ページ目、№４についてお願いします。 

 

事業担当課 

 

 

№４に記載している健康教育は、保健センターが実施してい

るものです。保健センターの保健師が学校に出向きまして健康

教育をしております。保健師は国家資格を持った専門職です。 

 

事 務 局 

 

 

ご意見を頂きました、専門家の方からお話しいただくという

機会を既に各校で設けています。今も保健師の話がありました

が薬剤師からもお話しいただく場合もあります。資料には、予

算額が何も入っていませんが、各校それぞれで工夫をしながら、

できるだけ子どもに響くよう、専門家の方に来ていただいて対

応しております。 

 

委 員 

 

予算がない中で苦労して実施していらっしゃるというお話だ

ったと思うのですが、これは是非とも予算化していただきたい

事業だと思います。ＣＡＰにしても子どもの権利条約のことに

しても、まだまだ大人の中での理解は少ないですし、子どもた

ちも自分に人権があってという考えは根付いていないことと思

います。市の財政が苦しい中でも子どもの将来のことを考えて、

是非とも事業担当課にて予算要求していただきたいと思いまし

た。 

 

委 員 

 

 

 

今のお話に関してですが、例えばＣＡＰのスペシャリストを

呼ぶと、もちろん謝礼というのは発生します。ＣＡＰの方のお

話を保護者も一緒に聞くことがすごく大事だと思いますので、

例えば参加した保護者の方に一部費用をご負担いただくという

のがあってもいいと思います。ただ、全部を保護者のお金で運

用するのではなく、学校や市から費用を負担してもらうなど、

一方的にどちらかが負担するのではなく、みんなでお金を出し

合って子どもたちも保護者もいい研修、いい講座を聞こうとい

うのがあればすごく良いのではないかと思いました。 

 

事 務 局 

 

すみません。語弊のある言い方をしました。「予算」について

は、健康増進課の予算です。それぞれの学校で研修費、人件予算
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等持っていることは持っていますが、一つのことに特化してそ

れに全部使ってしまうわけにはいかないので、その辺りは考え、

苦慮しつつということになります。ＰＴＡの研修に抱き合わせ

て過去にはＣＡＰに関する研修を実施しましたが、ご存知のと

おり、相当費用がかかります。その中でうまくバランスを見て

いく必要があります。どちらにしても財政的には厳しい状況で

すが、研修を実施する際には多様な専門家の方を考慮しながら

検討しています。 

 

会 長 

 

 

資料の中に、予算額が入っていないということは、健康増進

課に所属している職員の方が、この事業を行っていくことを前

提に考えておられるからという認識でよろしいでしょうか。 

 

事業担当課 

 

はい、そのとおりです。 

 

会 長 

 

ということは、今議論で出していただきましたけれども、新

たにプラスでというようなこともまた検討いただけるかと思い

ます。特に違う視点から対応する必要があるかどうかという点、

この辺りは学校との連携の兼ね合いもあるかと思いますし、学

校側の感じておられるニーズと健康増進課として実施されてい

る部分以外の部分について、保護者の方のご意見やご要望など

も取り入れながら柔軟に対応いただき、いろいろとご検討して

もらいたいと思います。№４についてはよろしいでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

では、№１５の「阪南市児童虐待防止ネットワーク」につきま

してご説明お願いします。 

 

事 務 局 

 

児童虐待防止についてですが、まず児童虐待に関しまして、

現在阪南市では子育て総合支援センターの中に家庭児童相談室

を設置して、そちらが主な虐待対応の窓口となっております。

体制といたしましては、今年度は専門職の職員を２名配置して

おります。また、今年度は非常勤職員ではございますが臨床心

理士も週４日配置して対応にあたっております。深刻な問題に

つながるまでの相談としては、ご家庭が例えば小学校に所属し
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ておりましたら、学校の方からスクールカウンセラーなどにつ

ないでいただいたり、健診等で保健センターを利用されている

ようであればそちらの方での相談対応をしていただける場合も

あると思います。日頃の何気ない相談などでも、もちろん子育

て総合支援センターの家庭児童相談室の方でも臨床心理士や専

門職が受けさせていただいております。相談場所の周知方法に

ついては課題もありますが、子育て相談を受けていることや、

ご自宅に訪問してお悩みを聞かせてもらうことなどの広報もし

ています。 

それから、個人情報の取扱いについては、要保護児童対策地

域協議会、先ほど委員から出た要対協の正式名称なのですけれ

ども、児童福祉法の中でこの要保護児童対策地域協議会を設置

することが規定されており、要対協を通して守秘義務が守られ

る中で子どもさんの個人情報を共有しています。もっとフラン

クに話した方が良いのではないかというご意見もあるかと思い

ますが、児童虐待に関しましては、デリケートな情報もござい

ますので、そういった守秘義務のある機関で情報共有をし、必

要に応じて要対協を通じて個別のケース対応などもしておりま

す。   

また、児童虐待に関しては１１月の虐待防止月間でも広報し

ましたが、１８９（いちはやく）という児童相談所虐待対応ダイ

ヤルがございます。ご近所や地域の方が心配だと思われたとき

はこの１８９にかけていただいても結構ですし、子育て総合支

援センターの方にご相談いただいても構いません。相談・通告

というのは敷居が高い部分があるとは思いますが、昨今の痛ま

しい事案もあり、発見・通報していただくということが第一か

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

会 長 

 

ありがとうございます。 

ご意見、ご質問等ありませんでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

今のご説明は、先ほどご意見を頂いた№２９や№３２にも関

わってくるものと思います。虐待を未然に防ぐためには待って

いるだけでは当然だめですが、こちらからどう踏み込んでいく
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のかについてどのように考えておられますか。虐待を未然に防

ぐためのネットワークづくりについて、市としてどのようなお

考えなのか、特にネットワークづくりは重要だと思いますので、

少しお聞かせください。 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

ネットワークづくりという点では、先ほどから話に出ており

ます要対協で各関係機関、具体的には、学校教育課、保健センタ

ー、警察、消防署等、総合しましたら２４機関ほど入っている代

表者会議を開催しております。日頃でしたら、養育支援訪問事

業というアウトリーチの支援を実施しておりまして、例えば保

健センターから、少しお家から出にくい心配な方をつないでい

ただいて、子育て総合支援センターの保育士が訪問に伺ってお

ります。他にも、３歳６か月から４歳児健診後までの保育施設

や幼稚園などに通っていないお子さんを対象に、ご自宅に訪問

し、見守り支援を実施するなどのアプローチも実施しています。 

 

委 員 

 

市が動くと、深刻になってしまっているのかと想像します。

どんな母親にも子育ての悩みはあって、気軽に誰かに言えたと

きに気持ちが軽くなることがあります。それによって子どもに

対する暴言や、手を上げることを未然に防ぐことにつながると

思うので、普段から気軽に相談できる場所をつくることが大事

だと思います。また、その相談相手としては正しい知識を持っ

ていて、相談者をうまく導いてあげられるような方であること

が望ましいと思っています。軽い悩みの時点からアプローチし

ていけるようなシステムをつくれないでしょうか。 

 

事 務 局 

 

 

 

０歳を含む低年齢児に対する児童虐待の発生率が年々高くな

ってきています。予防という観点にもあたりますが、地域の子

育て支援拠点、つどいの広場やにこにこルームには、スタッフ

もおりますので、出てきていただいて悩みを共有する、又はお

友達をつくって子育てを頑張ろうと思ってもらえるような気軽

な場所としてご利用していただきたいと考えています。 

 

委 員 

 

そのつどいの広場に来られている人はある程度限られている

と感じています。小さいお子さんを持ったお母さんたちはもっ

と阪南市中にいっぱいいるのに、他のお母さんたちはどこに行
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っているのかなと私はよく思っています。私自身、上の子のと

きには本当に孤独でそういう場所に行くこと自体が恐くなって

しまって、それでどんどんうつ状態がひどくなったという経験

があるので、そういう場に行ける人はまだいいのかなと思いま

す。そういう場所に行けない人や、本当に一人で抱えている人

へのアプローチが課題であると思います。 

 

事 務 局 

 

今おっしゃってくださったように、家から出てこられない人

への対応が課題になっています。できることは情報を広く出す

ことだと感じます。広報はんなん等で情報を出して、広く皆さ

んに知っていただくことで、孤立させないことが大事だと思っ

ています。また、役割分担もあると思います。来ていただける方

には、しっかりと次の支援につなげる方法を考え、その他の支

援としては、保健センターの保健師にも関わっていただき、家

庭訪問していただくなど、地域で見守っていただける方もたく

さんいらっしゃる場合もありますので、必要な場合、そういっ

た方々から情報を頂くことになるかと考えています。 

 

委 員 

 

先ほどネットワークづくりとして、要対協の２４機関が関わ

ってくださっているという説明がありましたが、要対協にあが

るというのは、かなり虐待が深刻になった場合なのかなと思い

ます。予防の時点から２４機関が関わってくださることはでき

るのでしょうか。 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

要対協では、例えば、出産後子どもとの関わり方が心配だと

いう方や、子どもさんが虐待を受けている様子はないが保護者

の方が心配という方に対して、要支援という見守り対象として

いる場合があります。関係機関に関しましては、いつも２４機

関が集まるということではなく、児童や家庭に関わる所属の機

関が集まって個別のケース会議を開催し、見守り支援の方向性

を決定することもあります。 

 

委 員 

 

 

 

阪南市に限らず保育士の先生からよく聞く話として、子ども

を明らかにお風呂に入れていない、オムツを夜から替えていな

い、ご飯を食べさせていないというような０、１、２歳児の子ど

もを保育施設に連れてくるお母さんがいるそうです。それに保
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育士さんが気付き、保護者に伝えると、「うちが虐待していると

思っているのですか」などと言い返されて、もうそれ以上何も

追及できないというような事案が結構あるようです。そういう

ときに阪南市ではどういう対応をされているのでしょうか。 

 

委 員 

 

そういう聞き方をされたら、お母さんだって自分を守りたく

なると思います。保育士は保護者の支援者、子どもの一番の味

方です。だから、お母さんのそういう様子を見られたら、お母さ

んは一生懸命頑張っている、大変だというふうに考えてくださ

い。支援とは支えることだから、対立は絶対にしたらだめだと

思います。そうするとお母さんは追い詰められて、もしかした

ら阪南市から出ていってしまうかもしれません。それが一番困

った状況になります。まずはお母さんの気持ちに立ってコミュ

ニケーションを取ることで信頼関係を築き、話を聞くことが基

本だと思っています。私たちは保育所や園庭開放に来られる方

しかわかりませんが、お母さんと仲良くなって信頼関係を築い

た後に踏み込んでいく、それもひとつの支援の仕方ではないで

しょうか。先ほど別の事業で研修の話が出ていましたが、幼稚

園、保育所などはそれぞれ独自で研修していると思いますし、

先ほどから専門家の方と言われていますけど、私たちが専門家

ですので、そういった支援を保護者の方にしていると私は思っ

ています。 

 

会 長 

 

ありがとうございます。 

かなり中心的な課題だと思います。いろいろとご意見を頂け

ましたし、特に担当課の方からもお答えいただきましたが、実

際相談に行けない人をどうしていくのかというところが非常に

大きく、いろいろなご意見を頂く中でこういうことがあると気

が引けてしまうというのが行けない理由になっていると思いま

す。情報が届かない理由もいろいろあるかと思いますが。どこ

で相談につながらなくなっているのかが、これまでの経験から

かなり蓄積されて理解されていることと思いますので、それぞ

れの立場で理解されていることを集約しながら良い支援につな

がるような方向性と情報の出し方を追求し、それを深めていっ

ていただきたいと思います。委員からもご意見を頂きましたが、

こうなってくると気が引けてしまうみたいな、そういう声をで
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きるだけ意識しながら取組を進めていただきたく思いますし、

実際に各現場の中で気付いたときの対応のノウハウというのは

お持ちだと思いますので、是非その辺りをまたこの計画にも反

映させていただきたく思います。よろしくお願いします。 

では、次に、№２０「学習支援員配置事業」について、ご説明

をお願いします。 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習支援員と介助員につきましては、平成３１年度から、支

援学級に在籍している、していないに関係なく関わっていける

ように、子ども支援員として運用しております。支援学級に在

籍している、していないかは別にして、支援が必要な状態にあ

るお子さんというのは非常に増えてきているというのが現状で

す。そうした中で充足している、十分ですと言い切れるかと言

いえば、そうではないというのが現状の評価です。ですので、当

課としては、来年度に向けてここはもう少し力を入れていかな

ければならないとは考えており、そうしなければ、子ども、保護

者、教職員の全てが立ち行かなくなることが考えられます。 

 

会 長 

 

今の点についていかがでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

それでは、№２５～№２７の安全対策に関連したご意見を頂

いていたかと思いますので、ご説明をお願いします。 

 

事 務 局 

 

 

 

№２５の「幼稚園・小学校安全対策事業」についてですが、こ

の事業については導入当初は大阪府の補助対象事業だったので

すが、数年後にその補助がなくなり、それでも事業を継続して

いくために、今のような形態を取り、地域のボランティアの方

のご協力を得ている状況にあります。確かに平成３０年度は、

８００円ではありましたが、今年度は事業を見直し、１，０００

円とし、若干ではありますが、単価を上げています。また、公立

幼稚園にも防犯カメラを設置してもらいたいという要望につき

ましては、現場や関係部署とも相談しながら検討していきます。 
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会 長 

 

 

ありがとうございます。 

 いかがですか。よろしいでしょうか。 

 

 （意見なし） 

 

 それでは、№２９の「こんにちは赤ちゃん事業」で、情報の出

し方の話に対する意見が出ていたと思います。ご説明をお願い

します。 

 

事業担当課 

 

 家庭訪問の際は、ご意見のとおり、たくさんの資料を持って

行ってお話しさせていただいています。その時は、ポイントと

なるようなことはゆっくり時間をかけて説明させていただいて

います。それ以外の資料については、また時間があるときにゆ

っくり見ていただくよう、お声かけをさせていただいています。

ただ、後からお母さんが見返したときに、どれが重要なのかが

少しわかりにくいかもしれないので、今後は印を付けるなど工

夫したいと思っております。それと、№３５の予防注射事業の

質問もあったと思いますので、併せてご説明します。予防注射

につきましては、４月に学校を通じて啓発のチラシを配布して

おります。また、１０月には予防接種の未完了通知を対象の年

長児に個別通知しております。また、１月には小学校の就学通

知書にはＭＲ（麻しん風しん混合）ワクチンのチラシ、中学校の

就学通知書には二種混合（ジフテリア・破傷風）のチラシを同封

させていただいています。他にも、まだ受けていない方に対し

ては、２月に年長児を対象とした電話連絡や、１３歳の誕生月

の２か月前に、予防接種が未接種である方を対象とした電話連

絡を実施しております。また、節目として、健診の時には未接種

のものがありましたら、個別に声かけを実施するなど、かなり

手厚く接種の勧奨はできているものと考えております。 

 

委 員 

 

数年前に、財政上の都合により、郵送で通知していた何かで

なくなったものがあると聞いたことがありますが、どうですか。 

 

事業担当課 

 

様々な機会に接種勧奨するよう努めています。 
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委 員 

 

今聞いた説明では、手厚く実施されている印象を受けました。

過去になくなったものの中で、復活してもらいたいものがある

と感じられている方がいるかもしれないので、そういったもの

は、今後調整しながら復活してもらいたいです。 

 

事業担当課 

 

就学通知書に同封する啓発については、去年頃から始めてい

ます。こちらについては、教育総務課にご協力いただき、実施し

ています。 

 

会 長 

 

 

 

ありがとうございます。 

よろしいでしょうか。 

 

 （意見なし） 

 

 №３２の「乳幼児健康診査」につきましては、先ほど、ある程

度の議論はできたと思います。ただし、先ほどご指摘いただき

ましたように家族以外のネットワークや地域につながりをつく

ることについては、今後に関わることだと思いますので、是非

またご議論いただきたく思います。 

 では、№４３の「一時預かり事業」についてご説明をお願いし

ます。 

 

事 務 局 

 

 

 一時預かり事業の上段に記載されている金額については、私

立認定こども園への補助金です。こちらは通常の保育とは別に

お預かりする事業ですので、日頃接していない児童をお預かり

することに対して、かなり気を遣われているようです。また、人

材確保が難しいという問題も現実にあるようです。 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 利用人数に対して、十分に予算が確保できているのではない

かというご指摘ですが、国の補助金の制度として、常時、通常の

クラス運営とは別に職員を確保しなければならないことが規定

されています。利用者の有無に関わらず、毎日の人件費が発生

しているものですので、決して十分に予算を確保ができている

とは言い切れず、むしろ、事業を実施されている民間施設が大
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きな負担をされている可能性があります。 

 

会 長 

 

 

 

丁寧なご説明をいただきましてありがとうございます。 

 なかなか難しいものですね。 

 他にいかがでしょうか。 

 

 （意見なし） 

 

 では、№４８「利用者支援事業」、№４９「子育て講座」、№

５７「地域子育て拠点事業」、№５８「つどいの広場」につい

て、これまで議論した内容以外で何かあればお願いします。 

 

事業担当課 

 

№４９の下段について、ご説明します。 

 まず、この講座の内容について高い評価を頂きありがとうご

ざいます。 

本講座については、公民館事業として西鳥取公民館で実施し

ていますが、講座の内容や企画、講師の手配にご尽力いただい

ているＮＰＯ法人のお力によるところが大きいと思っておりま

す。しかしながら、市の厳しい財政事情はこの公民館事業にも

及んでおり、平成３０年度は平成２９年度予算に比べ、年間２

万４千円縮小されています。この子育て講座に参加していただ

く保護者の方が子連れでも参加できるように、お子さんを保育

していただくボランティアの方に何名かお越しおただいていま

すが、こちらの賃金も縮小されています。子育て講座以外の事

業の中にも、今まで有償であったものを無償でお願いしている

状況ですので、現状としては、何とか５万円を確保することが

精一杯です。あらかじめ、評価の理由欄に記載しておりますが、

年間４回の中で１５５人もの多数の参加をいただいていること

や、「また参加したい」などの高い評価を頂いておりますので、

予算の増額については難しいものの、回数等を増やすことなど

ついては、ＮＰＯ法人と協議しながら検討していきたいです。 

 

会 長 

 

ありがとうございます。 

よろしいでしょうか。 
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 （意見なし） 

 

 最後に、№６１「ブックスタート事業」をお願いします。 

  

事業担当課 

 

 

 ボランティアの確保をどのようにしているのかということで

すが、図書館では多くの分野で市民ボランティアの活動があり、

年に１回新規ボランティアの募集説明会を実施しています。 

ブックスタートのボランティアについては、読み聞かせ等の活

動をしている市民の方に、直接ボランティアへのお誘いの声か

けをすることもしています。 

 

副 会 長 

 

基本的に、やはり限られた予算の中でどれだけの効果を出せ

るのかが重要だと思います。例えば今阪南市では SDGｓなどのす

ごい取組をされていますから、それとジョイントさせて充実を

図るのもひとつだと思います。あと、№２で実施されている研

修については、各校が持っている研修費で何をするかです。最

初の方が質問された子どもの権利条約の講座はすごく大事なこ

とです。子どもが自分の置かれている状況を疑問に思うところ

から始めないといけません。今ずっと話していたことは全部連

動しています。講座内容の提案や、コーディネートは行政が実

施するものだと思うので、そういうことを実施することである

程度改善できるものもあると思います。 

あともう一つは、議論にあった外に出てこられない人たちを

どうするのかについてです。№１６や№２９のようなアウトリ

ーチ型の事業をどのように活用するのか、また、支援の判断基

準などをどのように作るのかによって、かなりサポートできる

のではないかと思います。アウトリーチ型の事業を工夫し、同

じ課でジョイントできるのはもちろんですが、異なる課でもジ

ョイントできるところはたくさんあると思うので、そういった

内容を検討してもらえれば、もっと中身が良くなるのではない

でしょうか。 

 

会 長 

 

ありがとうございました。 

 最後に総括していただけましたので、是非反映していただけ

たく思います。 
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 他に何もないようでしたら、議題（１）についてはここで終了

します。 

 

 （意見なし） 

 

事 務 局 

 

 それでは、健康増進課以外で、議題１のために出席している事

業担当課につきましては、ここで退席させていただいてよろし

いでしょうか。 

 

会 長 

 

 退席していただいて結構です。 

ありがとうございました。 

 

 

議題（２） 阪南市子ども・子育て支援事業計画の見直しについて 

 

会 長 

 

次に、議題（２）阪南市子ども・子育て支援事業計画の見直しに

ついて、事務局から、説明をお願いいたします。 

 

事 務 局 

 

＜資料３について説明＞ 

会 長 

 

 

ありがとうございました。 

ただいまの阪南市子ども・子育て支援事業計画の見直しの内

容について質問等ございませんでしょうか。 

 

 （意見なし） 

 

事 務 局 

 

 

ご質問がないようでしたら、健康増進課についてはここで退

席させていただいてよろしいでしょうか。 

 

会 長 

 

 退席していただいて結構です。 

ありがとうございました。 
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議題（３）第２期阪南市子ども・子育て支援事業計画（素案）について 

 

会 長 

 

では、続きまして、議題（３）です。第２期阪南市子ども・子

育て支援事業計画（素案）について、事務局からご説明をお願い

いたします。 

 

事 務 局 

 

＜資料４・５について説明＞ 

 

委 員 

 

まず、２９ページの⑩利用者支援事業として、保健センター

で実施されていると思うのですが、議題（１）の際に言いました

ように、身近に相談できる場所が増えたらいいなと思いますの

で、例えば子育て総合支援センターの中や、ＮＰＯ法人に委託

するなどして２か所、３か所と増やしていただきたいです。 

次に、３１ページの次代の親の育成の部分で、ふれあい体験、

ふれあい授業のことについて書かれていますが、年々減ってい

るように感じています。本当に大事なものですので、なるべく

減らさないように働きかけをしていただきたいです。また、記

載内容では、全校で実施しているような印象を受けます。実際

は、そうではないので、もう少し各学校で実施するよう呼びか

けてもらいたいです。 

次に、７８ページです。貧困家庭を対象とした学習支援事業

については、中学校３年生が対象と聞いています。中学校３年

生ではなく、もう少し早い段階から日常的に支援する方が、そ

の子の身に付くのではないでしょうか。 

次に、８０ページのファミリーサポート利用料の減免につい

てです。対象児童１人につき年間２４枚のサポート利用券を交

付するとありますが、それだけでは全く足りていないという方

もいらっしゃるようですので、本当にニーズに合っているのか

を一度精査していただきたいです。 

次に、８１ページの放課後の子どもの居場所事業が、「子ども

たち主体の自由な活動を行います。」と記載されていますが、

「子どもたち主体の自由な活動ができるように支援します。」

の方が良いのではないでしょうか。 

 

会 長 ありがとうございます。 
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 まずは、意見を聴取します。他にいかがでしょうか。 

 

委 員 

 

 ３７ページの基本理念についてです。子どもの最善の利益と

いう視点については、４２ページの基本目標２のところにもあ

るのですが、子どもの最善の利益に基づいた事業計画であると

いうことを考えたときに、先ほど議題（１）の中でも意見があっ

た、子どもの権利条約に関して、何とか基本理念のところに盛

り込んでいただきたいと考えています。基本理念についての文

章は第１期計画のものを踏襲されており、前半は子どもへの視

点で後半は親への視点、これは、子どもをどのように育ててい

くかと子どもを育てていく親をどのように支援していくかとい

うようなところが根幹の部分になるかと思いますので、「子ど

もの人権を尊重して最善の利益が実現されるように」という文

言を基本理念についての文章の中に入れていただきたいと考え

ています。 

 次に、３８ページの基本目標と施策の体系についてです。新

たに子どもの貧困対策とひとり親家庭等自立促進という事業が

できましたので、子ども・子育て支援事業の中にある、「ひとり

親家庭などに対する支援の充実」は、子どもの貧困対策に位置

付けるべきではないでしょうか。また、子どもの貧困対策の中

にある、「学びの連続性に向けた幼・保・こ・小・中の連携」は、

子ども・子育て支援事業に位置付けるべきだと思います。さら

に、子どもの貧困対策の中にある、「妊娠期から出産・子育て期

の切れ目のない支援」については、子どもの貧困対策に限定し

たものではなく、子ども・子育て支援事業にも位置付けてもら

いたいと考えています。 

次に、４０ページの思春期関係健康教育の事業内容の中に「赤

ちゃん抱っこ体験」というのがあり、表現としてはとてもわか

りやすいと思うのですが、第１期計画で書かれていた、「乳幼児

とのふれあい体験」に戻した方が良いのではないかと思います。 

 最後に、４４ページの要保護児童対策地域協議会の事業内容

の中に、「子ども家庭総合支援拠点」を２０２２年までに設立す

るとご説明いただきましたが、これはどういうものなのか教え

てください。 
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委 員 

 

基本理念は「子どもの笑顔と笑い声があふれるまち はんな

ん」です。子どもの笑顔と笑い声があふれるためには、そこに子

どもがいないといけませんが、近年の少子化により、子どもが

少なくなってきています。現役世代が阪南市に帰ってこないと

子どもは生まれませんし、子どもたちの笑顔と笑い声はあふれ

ません。この計画の基本的な考え方については、第１期計画を

踏襲されています。国の施策にも左右されるものもありますが、

いかに阪南市に子育て世代、現役世代を引き込んでいくのかが

まちの活性化に繋がると感じます。かつては、将来何になりた

いかを子どもに聞くと、保育士、学校の先生、スポーツ選手など

具体的でしたが、今はユーチューバーになりたいとか、結構漠

然としているように感じます。また、最低賃金が上がっていて、

一日８，０００円稼げる時代です。今の若い子たちは同じ時給

なら大阪市内に行ってしまい、阪南市に帰ってくる子が少ない

と感じています。阪南市に住むこと、阪南市で就職をすること

に何か付加価値を付ける必要があるのではないでしょうか。今、

若い子たちはどこでどんな仕事をしているのか、どこに消えて

しまったのかいう話を聞きますし、６５歳を超えた方が、現役

で働いていることもあります。この基本理念に盛り込むのは難

しいかもしれないのですけれども、子どもの笑顔があふれるま

ちをつくるためのいろいろな施策を考えていただきたいです。

まちの活性化と子育てや子どもの教育は切っても切れない関係

だと思います。子育て世代の施策を充実させることで、阪南市

っていい所だなと思ってもらえるのではないでしょうか。今の

この計画だけではこんなものかと思われてしまうかもしれませ

ん。もちろん細かく施策を充実していただいているとは思うの

ですが、子育て世代を呼び込むような施策を市として考えてい

っていただきたいです。 

 

委 員 

 

先ほど言い忘れてしまいました。他の委員の意見と重複しま

すが、子どもの権利条約の考え方について、例えば第１章の計

画策定の趣旨に少し載せていただくことはできませんか。１２

月３日の議会定例会で教育長も子どもの権利条約のことに触れ

られていて、それを実施していきたいという強い言葉もありま

したし、小学校でも今日「『子どもの権利条約』３０年によせ
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て」という大阪府教育長からのメッセージがプリントで配られ

ました。子どもがわかりやすいように簡単な言葉に直してくれ

たメッセージで、子どもにも知る権利があるということについ

て、少しずつ周知され始めてきたように感じています。子ども

が自分に人権があることを知るところから始めるためにも、ま

ずは大人が子どもの権利条約を知る必要があると思います。そ

のためにも、一文でもいいので載せてもらいたいと思います。 

 

会 長 

 

ありがとうございます。 

他にはよろしいでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

きちんと精査して答えていただく必要があるため、事務局か

ら、すぐに回答いただけるものはあまりないように感じていま

す。意見を頂いた子どもの権利条約につきましては、日本も国

連の条約で批准していますから、何らかの形で計画に盛り込む

必要があると思いますので、改めて調整していただきたく思い

ます。 

事務局から、すぐに回答いただけるものは何かありますでし

ょうか。 

 

事 務 局 

 

先ほどご質問がありました子ども家庭総合支援拠点につい

て、大まかにご説明します。 

国から、児童虐待防止対策体制総合強化プランが出されてい

ます。内容としましては、市町村は身近な場所における子ども

とその家庭及び妊産婦を対象に実情の把握、子どもなどに関す

る相談全般から対応や必要な調査、訪問などによる見守りなど

の機能を担う拠点の整備に努めなければならないというもので

す。簡単に言いますと、児童虐待などに対応する専門拠点の整

備や体制の強化をしなさいという通知です。ポイントとしては、

拠点場所を設置すること、要保護児童対策地域協議会の体制を

強化すること、専門性の高い職員を配置し、機能を向上させる

ことの３点が挙げられています。このうち、現在、市では拠点場

所を設置することが課題となっていますので、今後検討してい
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く必要があります。 

 

会 長 

 

ありがとうございました。 

よろしいでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

もう少し意見が出てくるかもしれませんので、前回の会議と

同様に意見聴取を実施していただきたいと思います。ただし、

意見の反映方法については、事務局と会長、副会長で調整させ

ていただいてよろしいでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

では、そのように取り扱いますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

それでは、議題（３）についてはこれで終了します。 

 

 

議題（４）その他 

 

会 長 

 

では、議題（４）その他について、何かございますでしょうか。 

 

委 員 

 

 

 

せっかくこの子ども・子育て会議があって市民、専門家の方、

行政の方々の間でいろいろな意見が交わされているので、是非

市長にもご出席いただいて、ここで出た意見を聞いてもらいた

いと考えています。このように、いろいろな立場の方が一堂に集

まる機会はなかなかないと思うので、参加あるいは傍聴しても

らいたいです。他のお仕事で忙しいとは思いますが、子育て支援

事業というのは市の財政などにも関わることだと思いますし、

いかに子育て世代を市に呼び込むのかについては、市民の生の

意見を聞いてもらう必要があると思います。議事録を読むだけ

では伝わりきらないような、市民の切実な思いとか口調、表情、

姿勢、そういうものを肌で感じてもらいたいです。本当に私たち

の意見が施策に生かされるのかなという不安もあります。もち
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ろん職員の方は頑張ってくれているとは思うのですが、市長に

こういう場に参加してもらいたいと感じています。 

 

会 長 

 

ありがとうございます。 

 先ほど他の委員から意見として言っていただいた、市全体の

計画の中で子育て世代をいかに呼び込むかということが課題だ

と思います。市のご事情もいろいろおありかと思いますが、また

議論いただきたく思います。 

 他に何かございますでしょうか。 

 

 （意見なし） 

 

 

次第３ 閉会 

 

会 長  

 

 本日の議題は全て終了いたしましたので、会議を終了します。

長時間にわたり議事進行にご協力いただきましてありがとうご

ざいました。これ以降の進行は事務局にお願いいたします。 

 

事 務 局 

 

 

 皆さま、お疲れさまでした。様々なご意見を頂き、誠にありが

とうございます。 

先ほどの説明の中にもございましたとおり、次回の日程につ

きましては３月を予定しています。 

本日は長時間にわたりましてありがとうございました。おつ

かれさまでございました。 

 


